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阿
蘇
に
汽
車
が
や
っ
て
き
た

　
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
や
立
野
ト
ン
ネ
ル
な

ど
の
難
工
事
を
の
り
こ
え
、熊
本
か
ら
大

分
を
結
ぶ
豊
肥
線
の
立
野
駅
～
宮
地
駅
間

は
第
一
次
世
界
大
戦
終
戦
の
年
、大
正
７

年
の
１
月
25
日
に
国
の
鉄
道
と
し
て
開
通

し
ま
し
た
。開
通
当
時
は
、「
軽
便
鉄
道
法
」

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
宮
地

軽
便
線
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
か

ら
10
年
後
の
昭
和
３
年
に
大
分
側
の「
犬

飼
軽
便
線
」と
結
び
合
い
、豊
肥
線
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

開
通
に
併
せ
、赤
水
駅・
内
牧
駅・
坊
中

駅（
現
在
の
阿
蘇
駅
）・
宮
地
駅
の
４
つ
の

駅
が
設
置
さ
れ
、阿
蘇
の
住
民
に
と
っ
て

悲
願
で
あ
っ
た
鉄
道
が
初
め
て
カ
ル
デ
ラ

の
中
に
入
り
ま
し
た
。

　

開
通
の
祝
賀
会
は
風
雪
吹
き
す
さ
ぶ

日
、移
動
動
物
園
や
見
せ
物
小
屋
、露
店
な

ど
が
立
ち
並
び
に
ぎ
わ
う
中
、宮
地
駅
近

く
の
阿
蘇
中
部
高
等
小
学
校
校
庭
で
催

さ
れ
ま
し
た
が
、来
賓
あ
い
さ
つ
も
打
ち

切
ら
れ
る
程
の
寒
さ
だ
っ
た
と
の
逸
話
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、物
流
も

増
加
。貨
物
列
車
に
は
米
を
は
じ
め
木
材
、

酒
、醤
油
、塩
干
魚
、雑
貨
、反
物
類
な
ど
が

熊
本
方
面
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
な
ど
、阿

蘇
の
産
業
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。

　

阿
蘇
の
貴
重
な
公
共
交
通
機
関
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
。

熊
本
地
震
に
よ
り
線
路
は
寸
断
し
て
い
ま
す
が
、通
勤
・
通
学
、旅
行
な
ど
の

移
動
手
段
と
し
て
長
年
た
く
さ
ん
の
市
民
や
旅
行
者
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
豊
肥
線（
旧
宮
地
線
）も
平
成
30
年
１
月
25
日
に
開
通
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。多
く
の
想
い
出
を
乗
せ
た
鉄
道
の
開
通
当
時
の
様
子

を
振
り
返
り
ま
す
。

開通当時立野トンネルを通過するＳＬ

Ｊ Ｒ 豊
（ 旧 宮 地 線 ）

肥 線 開 通 １ ０ ０ 周 年

想い出を運び続けて
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阿
蘇
に
設
置
さ
れ
た
４
つ
の
駅

【
赤
水
駅
】

　
宮
地
線
開
通
に
伴
い
開
発
さ
れ
た
も
の

に
沼
鉄
と
呼
ば
れ
る
鉄
鉱
石
の
鉱
山
が
あ

り
、土
壌
を
赤
く
染
め
る
た
め
赤
水
の
地

名
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。三
井
鉱
業
所
が

開
発
に
乗
り
出
し
、豊
肥
線
開
通
当
初
は

赤
水
駅
か
ら
鉄
道
便
で
大
牟
田
を
経
て
船

で
北
海
道
室
蘭
製
鉄
所
ま
で
運
ば
れ
て
い

ま
し
た
。昭
和
に
入
る
と
外
輪
山
の
砕
石

バ
ラ
ス
が
赤
水
駅
か
ら
鉄
道
用
に
出
荷
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
17
年
、湯
の
谷（
旧
長
陽
村
）に
九

州
産
交
が
運
営
す
る
阿
蘇
観
光
ホ
テ
ル
が

完
成
す
る
と
、本
格
的
な
洋
式
ホ
テ
ル
を

利
用
す
る
貴
賓
客
の
送
迎
の
た
め
、赤
水

駅
に
は
貴
賓
室
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
下
の
昭
和
20
年
に
は
米
軍

機
が
運
行
中
の
列
車
を
狙
撃
し
、乗
務
員

１
名
が
重
傷
を
受
け
、機
関
車
が
破
損
す

る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
昭
和
57
年
に
は
利
用
者
の
減
少
に
よ
り

無
人
駅
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、熊
本
地
震
の
影
響
で
駅
舎
が

破
損
し
た
た
め
、取
り
壊
さ
れ
た
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
内
牧
駅
】

　

豊
肥
線
開
通
当
時
は
、県
内
有
数
の
温

泉
地
と
し
て
知
ら
れ
た
内
牧
温
泉
が
全
盛

期
の
時
代
で
も
あ
り
、内
牧
駅
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
最
初
の
路
線
計
画
で
は
温
泉
街
の
近
く

を
通
過
す
る
鉄
道
敷
設
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、蒸
気
機
関
車
の
黒
煙
と
地
響

き
を
嫌
う
内
牧
地
区
住
民
の
反
対
で
、温

泉
街
か
ら
４
㌔
離
れ
た
乙
姫
地
区
に
内
牧

駅
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
業
当
初
は
馬
車
１
３
０
台
分
の
貨
物

運
搬
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。戦
時
中
は

三
井
鉱
山
の
鉄
鉱
石
を
積
み
込
む
駅
と
し

て
も
栄
え
、駅
前
に
は
三
井
鉱
山
事
務
所

も
設
置
さ
れ
て
お
り
、最
盛
期
に
褐
鉄
鋼

を
月
６
４
０
０
㌧
積
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
17
年
に
駅
舎
は
一
度
新
築
落
成
し

ま
し
た
が
、３
年
後
に
米
軍
機
に
よ
る
焼

夷
弾
攻
撃
を
受
け
駅
舎・
駅
長
官
舎
は
全

焼
し
駅
長
も
重
傷
を
受
け
ま
し
た
。そ
の

後
、昭
和
25
年
に
再
度
新
築
落
成
し
ま
し

た
が
、昭
和
47
年
に
貨
物
取
扱
い
が
中
止
。

昭
和
57
年
に
無
人
駅
と
な
り
ま
し
た
。

　
赤
水
駅
と
同
様
に
熊
本
地
震
の
影
響
で

駅
舎
が
破
損
し
た
た
め
、現
在
は
取
り
壊

さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
宮
地
駅
】

　

宮
地
駅
は
、阿
蘇
中
部
高
等
小
学
校
の

運
動
場
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。豊
肥
線
の

終
点
と
な
っ
て
い
た
宮
地
駅
の
乗
客
数
は

一
日
平
均
１
５
０
名
ほ
ど
で
駅
待
合
所
が

狭
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

当
時
は
駅
周
辺
に
は
何
も
な
く
、一
番

最
初
に
で
き
た
店
は
い
ま
の
藤
屋
観
光

で
、宮
地
駅
開
業
の
一
年
前
で
し
た
。そ
の

後
、旅
館
や
食
堂
、商
店
な
ど
が
立
ち
並
び

次
第
に
街
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
駅
舎
は
、昭
和
19
年
に
増
改
築

さ
れ
た
も
の
で
、ス
イ
ス
の
登
山
鉄
道
を

参
考
に
山
小
屋
風
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
坊
中
駅（
現
阿
蘇
駅
）】

　

当
初
、内
牧
駅
～
宮
地
駅
間
に
駅
を
つ

く
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、住

民
の
熱
心
な
請
願
に
よ
っ
て
簡
易
停
車
場

と
し
て
坊
中
駅
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、阿
蘇
登
山
が
身
近
に
な
っ
た

時
代
で
も
あ
り
中
岳
火
口
の
見
物
を
目
的

と
し
た
観
光
客
が
増
加
。昭
和
４
年
に
は

登
山
者
が
年
間
30
万
人
を
超
え
、阿
蘇
登

山
の
玄
関
口
と
し
て
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。当
初
駅
長
以
下
３
名
で
開
業
し
た
坊

中
駅
で
し
た
が
、最
盛
期
に
は
駅
長
以
下

19
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
し
ま
し
た
。

　
昭
和
36
年
に
阿
蘇
駅
に
改
称
さ
て
い
ま
す
。昭和初期の坊中駅（現阿蘇駅）

開業当時の宮地駅

JR 豊肥線（旧宮地線）開通１００周年

想い出を運び続けて
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宮地線（熊本県側）　 犬飼線（大分県側）
大正   3 年（1914 年） 熊本駅～肥後大津駅間開通 大分駅～中判田駅間開通
大正   5 年（1916 年） 肥後大津駅～立野駅間開通 中判田駅～竹中駅間開通
大正   6 年（1917 年） 竹中駅～犬飼駅間開通
大正   7 年（1918 年） 立野駅～宮地駅間開通

赤水駅・内牧駅・坊中駅・宮地駅開業
大正   8 年（1919 年）    宮地駅～犬飼駅間（大分）の工事着工

大正 10 年～大正 14 年
（1919 年～ 1925 年）

犬飼駅～緒方駅～朝地駅～竹田駅～玉来駅間開通

昭和   3 年（1928 年） 宮地駅～玉来駅間の工事が竣工し熊本～大分間（148km）が全通。
波野駅・滝水駅・豊後荻駅開業。宮地線と犬飼線豊肥線をあわせて豊肥線と改称。

昭和 35 年（1960 年） 市ノ川駅を新設
昭和 36 年（1961 年） 坊中駅を阿蘇駅に改称
平成   元年（1989 年） いこいの村駅を新設

【豊肥線沿革】

【宮地線開通当時（大正 7 年）の停車駅】

○
大
分

○
滝
尾

○
中
判
田

○
竹
中

○
犬
飼

○
三
重
町

○
牧
口(

現
豊
後
清
川
）

○
緒
方

○
朝
地

○
豊
後
竹
田

○
玉
来

○
豊
後
荻

○
滝
水

○
波
野

○
宮
地

○
坊
中（
現
阿
蘇
駅
）

○
内
牧

○
赤
水

○
立
野

○
瀬
田

○
肥
後
大
津

○
熊
本

宮地線 犬飼線大正 10 年～昭和 3 年にかけて開業

Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
の
こ
れ
か
ら

　
熊
本
地
震
が
発
生
し
た
平
成
28
年
４
月

か
ら
現
在
ま
で
、豊
肥
線
は
肥
後
大
津
駅

～
阿
蘇
駅
が
不
通
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
間
の
線
路
と
内
牧
駅・赤
水
駅
の

駅
舎
は
、阿
蘇
大
橋
地
区
の
大
規
模
斜
面

崩
壊
箇
所
の
工
事
状
況
等
を
見
な
が
ら
Ｊ

Ｒ
九
州
が
復
旧
時
期
を
精
査
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
自
動
車
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
移
動

で
き
る
現
代
に
お
い
て
も
、鉄
道
は
免
許

を
持
た
な
い
学
生
や
高
齢
者
た
ち
に
と
っ

て
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
貴
重
な
交
通
手

段
で
す
。現
在
、Ｊ
Ｒ
の
代
替
バ
ス
や
九
州

横
断
バ
ス
な
ど
に
よ
り
、阿
蘇
と
熊
本
を

結
ぶ
公
共
ア
ク
セ
ス
が
利
用
可
能
で
す
。

し
か
し
、本
数
が
少
な
い
こ
と
、代
替
え
バ

ス
は
学
生
優
先
の
た
め
満
車
時
は
一
般
市

民
が
乗
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
、日
曜

祝
日
は
運
行
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、ま

だ
ま
だ
不
便
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

国
道
57
号
と
併
せ
て
、１
０
０
年
も
の

歴
史
あ
る
豊
肥
線
が
復
旧
し
て
こ
そ
阿
蘇

の
復
興
が
成
し
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。一
刻
も
早
い
豊
肥
線
全
区
間
の
再

開
が
望
ま
れ
ま
す
。

参
考・

一
の
宮
町
史（
豊
肥
線
と
阿
蘇
）

・
阿
蘇
町
史（
第
１
巻 

通
史
編
）

・
阿
蘇
町
開
湯
１
０
０
年
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
記
念
誌

JR 豊肥線（旧宮地線）開通１００周年

想い出を運び続けて



　
一
昨
年
の
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
こ
こ
ろ
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
宮
地
駅
に
赴
任
し
て
き
て
４
年
目

に
な
り
ま
す
。も
と
も
と
の
出
身
も

宮
地
で
す
。本
駅
に
赴
任
中
に
開
業

１
０
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。ま
た
、セ
レ

モ
ニ
ー
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、肥
後
大
津
駅
～
阿
蘇
駅
間

は
熊
本
地
震
の
影
響
で
不
通
区
間
と

な
り
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。一
日
で
も
早
い
復

旧
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
も
豊
肥
線
を
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

宮
地
駅
長

梶
原 

浩
昭 

さ
ん

宮地駅開業１００周年
記念セレモニー

　
宮
地
線
開
通
と
同
時
に
開
業
し
た
宮
地

駅
で
１
月
25
日
に
開
業
１
０
０
周
年
記
念

の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
地
元
宮
地
地
区
の
区
長
な
ど
多
く
の
人

が
集
ま
る
中
、佐
藤
市
長
や
Ｊ
Ｒ
九
州
熊

本
支
社
の
東
幸
次
支
社
長
、一
の
宮
町
史

の
著
者 

井
上
智
重
氏
が
豊
肥
線
や
宮
地

駅
の
開
業
を
祝
い
、積
み
重
ね
た
歴
史
を

振
り
返
り
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、宮
地
保
育
園
と
あ

そ
ひ
か
り
幼
稚
園
の
園
児
約
１
０
０
名
が

宮
地
駅
発
の
列
車
に
乗
り
込
み
、佐
藤
市

長
と
梶
原
駅
長
の
出
発
合
図
の
も
と
阿
蘇

駅
へ
発
車
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、開
業
当
時
の
写
真
や
九
州
を

走
行
し
て
い
た
寝
台
列
車
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
展
示
、開
業
１
０
０
周
年
記
念
ス
タ
ン

プ
設
置
、地
元
婦
人
会
に
よ
る
手
作
り
ぜ

ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い
な
ど
が
行
わ
れ
、開

業
当
時
の
状
況
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

1. 記念セレモニーの様子
2. 列車を待つ園児たち
3. 出発を合図する佐藤市長と梶原駅長
4. ぜんざいをふるまう地元婦人会の皆さん
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JR 豊肥線（旧宮地線）開通１００周年

想い出を運び続けて


